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■ 表紙の写真

北大の色彩

北大の札幌キャンパスは南北に約
1.5Km，東西に約1Kmという広大な面積
を札幌駅すぐ近くに保有しており，市
民も憩える空間となっております。

このキャンパス内には北大の代名
詞とも言うポプラだけではなく白樺，
桜，銀杏，楓，など春から秋にかけて北
大に集う者の目を楽しませてくれて
います。
木々だけではなく初夏の札幌の透

き通った青い空と白い雲，深緑の木々
とのコントラストにも心を洗われるこ
とでしょう。

私たちは北海道大学と共にこの恵
まれた自然環境を後生の北大人や市
民に今以上の形で引き継げるように
努力したいと思います。
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= 北大生協の事業概要 =

※店舗のマネージメント体制は2008年度にエリア制から部門制に変更しました。

組合員概況表 （2008年2月28日現在）

北大生協運営組織図（2008年度）

●利用点数，レジ通過人数は
過去最高を更新しましたが，
高額商品の利用が減ってい
ることから利用金額（供給
高）は6年連続減少しておりま
す。

●費用を抑えるなどして剰余
の確保を目指しましたが，結
果として前年の供給高には
達しませんでした。

●組合員は毎年順調に増えています。学生組
合員の約1/4は卒業入学で毎年入れ替わって
おりますが，90％以上の高い加入率を維持し
ております。
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= 専務理事挨拶 =

専務理事 中村 伸司
2008年6月23日

２００７年度 環境配慮へのとりくみ紹介
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2005年度から行っております「環境配慮へのとりくみ紹介」を今年も作成いた

しました。

今回から名称を「環境報告書」とし，前年との比較を中心にご報告できるように

なってきました。

今年は７月に洞爺湖町で環境問題をテーマとしましたG８サミットが開催されま

す。また、北海道大学ではそれに先立ち、持続可能（サスナビリティ）な社会の実

現に貢献する研究と教育を推進する事業にかかわる様々なとりくみが予定され

ております。

北大生協は、2005年９月に北海道大学の環境方針が定められたことを受けまし

て、2005年10月にはこの環境方針に沿って環境負荷の低減と環境保全に努める

事を目的にした「北大生協環境方針」を決定しました。さらに、「環境保全は私たち

が行う様々な活動の基礎である」との認識にたち、様々な福利厚生事業を対象

に、環境への影響の大きいものについて技術的かつ経済的に可能な範囲におい

て、目的・目標を設定してまいりました。それらに取り組むことによって環境負荷の

軽減と、北大生協独自の環境マネジメントシステムの見直しと継続的改善を積極

的に進めています。

この間の取り組みをご紹介いたしますと、2006年度から行っている①道内産の

持続可能な森林育成につながるFSC認証林の間伐材を使った割り箸の採用（06

年10月から）②食堂からでる廃油の再資源化（06年11月から）③大学内の放置自

転車の再商品化（06年11月から）などに続き、2007年度はレジ袋の削減と食堂を

中心としたごみ分別の強化に努めております。

今後は、理事会のもとに設置した環境課題推進委員会で2007年度の課題に引

き続き取り組むのはもちろん、食品リサイク法に基づいた生ごみや一般ごみの分

別、レジ袋の削減に向けた取り組み等を強化していきます。

毎年、確実に一歩・一歩前進していきたいと思いますので、引き続きご指導をお

願いします。



= 環境方針 =

●北大生協は2005年10月24日の第5回理事会において下記の「北大生協環境方針」を決定しま
した。北大生協は「大学とその構成員への貢献をとおして大学を発展させる立場」、「北海道大
学の福利厚生を担う構内事業者としての立場」、「北海道大学の環境方針及び環境マネジメント
実施体制を尊重し環境への負荷低減に努める立場」からこのとりくみ紹介を公開いたします。

北大生協環境方針
●私たち北海道大学生活協同組合は、環境保全は私たちの行なう様々な活動の基礎である との
認識にたち、様々な福利厚生事業を対象に、環境への影響の大きいものについて技術的かつ経
済的に可能な範囲において、目的・目標 を設定します。それらに取り組むことによって環境負荷の
軽減と汚染の予防をはかり、環境マネジメントシステムの見直しと継続的改善を積極的に進めて
いきます。

●この環境方針を内外に公開するとともに、環境活動への取り組み状況について定期的に公表し
ます。また方針を具体化していくうえで役職員(理事･監事･組織委員･生協職員)の日々の実践の
積み重ねを大切にし、全役職員への教育・学習を積極的に行い、さらに学生･教職員を対象とする
啓蒙活動と諸活動への参加の呼びかけを行って、環境方針の理解と環境意識の向上を図ります。

2005年 10月 24日
北海道大学生活協同組合

第5回理事会

1)北海道大学の環境方針、環境関連の法律、規制、条例及びその他受け入れを決めた要求
事項を遵守します。

2)北海道大学の環境マネジメント実施体制に積極的に参画します。それらの活動に参加する
組合員の活動を支援します。

3)生協施設における電気・ガス・水道および紙・包装資材の使用量を抑制するとともに、事業
系廃棄物の削減・再資源化に努めます。

4) 環境負荷に配慮した商品の開発・改善・普及をすすめます。また「グリーン購入」の、取り
組みを推進します。

5)学生･院生の環境配慮に関する活動の場をたくさん作り、北大構成員自身による環境活動
を広げます。

≪北大生協の3つの使命≫
1.北大生協は、北大の勉学・教育・研究の発展に安心と信頼のサービスで貢献します。
2.北大生協は、学生・院生の自立・成長と学内構成員の協力・共同の促進に寄与します。
3.北大生協は、持続的発展可能な地域社会・国際社会の実現に向けて力を尽くします。
●北大生協は自らに課した上記「3つの使命」を基本とし環境配慮へのとりくみを展開します。
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= 環境実施体制 =

■ とりくみの実施サイクル

● 北大生協の環境
実施体制は独立した
体制ではありますが，
北海道大学の環境配
慮のとりくみを尊重
し北海道大学の環境
実施体制と情報交
換・報告を密に取り
ながら実施しており
ます。

●環境マネージメントの実施
サイクルは生協の事業活動の
サイクルと同じでP-D-C-Aサ
イクルの手法を取り入れます。

-5-

※2008年度から実施体制を一部変更しました。

● 2006-2007年度ま
で位置づけていた環境
監査委員会の役割は
ステークホールダー委
員会的に活動への監査
と実施内容・体制などへ
のご意見をいただく事
が中心でした。
2008年度は名称を「環境課題推

進委員会」とし， 活動内容も環境
課題の提起からはじまり，各組織委
員会とともに運動の推進役としての
役割が大きくなります。
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2007環境監査委員会報告

2008年5月7日環境監査委員会を開き，環境データととりくみ状況を確認し合い2007年報告と2008年度の課
題を整理しました。

●環境実施目標に沿った活動の点検を行い，以下の意見が出されました。

・消費生活を通じての環境問題へのアプローチを店頭や広報で表現することが生協として求められるが，そのた
めの啓蒙活動などが組織委員会の活動として弱い。

・消費エネルギーの量的な把握はできるようになってきたようだが，冷房暖房とも温度コントロールができないの

であれば，今後どのようにしてエネルギー消費を抑えていくのか？
⇒冷暖房を温度管理のできるタイプに変更することは費用的にかなり無理があるので，当面は冷暖房の稼働

時期・
時間のコントロールや省エネ型照明機材への更新などで消費を抑えていきたい。

・削減目標数値のない消費抑制努力だけではエネルギー削減は難しいのではないか？
⇒2008年度は水質検査費用を予算化した。

・CO2削減としてリユースは一番効果がある。より一層ガンバッテ定着させて欲しい。（リユース市・不要自転車の

Recycle）

・グリストラップにオゾン分解装置を付けたが，その後の水質の検査をやらないと効果が分からない。

・レジ袋削減がある程度進んでいることが確認できた。しかし，環境などに問題意識を持っている人は素直に協
力するだろうが，関心のない人は変わらない。

もっと，利用者に直接還元される方法を導入してはどうか？（ポイント還元・値引きなど）
--------------------------------------------------------------------------------------
＜委員＞
猿橋（理事・大学職員） 市川（理事・教員） 大野（理事・教員）
山崎（理事・学生） 舘内（学生委員・理3） 川原（大学リユース市協議会・歯3）
福地（下川森林PJ・農4） 山田（環境マガジンサステコ・工4） 高橋（監事・経済4）
＜事務局＞ 野崎

= 2007年度の委員会活動 =

●環境監査委員会

＜目的＞

1. 理事会の実施する環境配慮へ
のとりくみ状況が「北大生協環境
方針」「2007年度の環境目標と実
施状況」に沿って行われているか
どうか，その進行状況などについ
て検討する。

2. 現状の評価や今後の課題など
についてステークホールダーとし
て意見を出し合う場とする。

2007年度の環境実施体制
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●レジ袋削減運動推進委員会 開催状況

＜出席状況＞
第1回：10/12 18:00～20:00 会館店小会議室
（委員）伊藤・青木・宮本・溝口・清水・早川・加藤
（事務局）野崎
第2回：11/09 18:30～20:00 会館店休憩室
（委員）伊藤・宮本・溝口・清水・早川・加藤
（事務局）野崎
第3回：1/25   18:30～20:00 会館店休憩室
（委員）伊藤・青木・溝口・清水・早川・加藤
（事務局）野崎
第4回：5/08 18:30～20:00 会館店3Fホール
（委員）伊藤・青木・清水・早川
（事務局）野崎 （オブザーバー）購買店長（山田・森
下・小助川・石橋）

活動）Myバッグの持参やレジ袋の再使用を促す取組
目標）レジ袋使用率10％台（19％以下：前年対比半分
程度の使用量/月）

＜とりくみ＞
・ポスター，棚POP等を購買全店で準備
・2007年9月から試行スタート
・2007年10月18日から本格実施
・店内放送用録音テープの作成を決定したが未完成
・北部店でレジ袋枚数を毎日計数
・北部店に「先週のレジ袋使用率」掲示ボードを作成し運用中
・中央店でもレジ袋を毎日計数し掲示板設置を決定。

●10-2月の5ヶ月間で，前年に比べて160,700枚の削減
レジ袋一枚の製作時に30g・ゴミとして焼却されるときに30gのCO2が発生するとして，
約9.6t の CO2を削減した事になります。

※ガソリンにして4000L。月に1000Km程度走行する（燃費が9Km/l）乗用車約3台が1年間に消費する量に相当しています。

●レジ袋削減運動推進委員会

●レジ袋削減運動
レジ袋は貴重な石油資源を使っていることから，この利用をみん

なで抑える努力をして資源の有効利用を実践することや，レジ袋の
製造過程と最後に燃やすときに排出されるCO2のことから地球温

暖化と持続可能な社会について考えてもらいたい。と言うのがこの

運動の本筋だととらえています。
ですから，レジ袋の使用量を抑えることは結果と考えております。

そのため，有料化については最後の最後に行う事と考えております。
但し，2007年度の活動は店舗での接客オペレーションを中心に

実施してきたため，資源の有効利用や地球温暖化と持続可能な社

会についての啓蒙活動が不足していたのは大きな反省点です。
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= 2007年度 環境配慮へのとりくみ紹介（情報公開）=

■ 過年度の環境報告の公開

●2005年度「環境配慮へのとりくみ紹介」

現状の環境活動を簡単にまとめました。

・これをまとめることで、やれている事やれていない事、やら
なければならない事がはっきりし、次のステップへ進めました。

●2006年度「環境配慮へのとりくみ紹介」

・数値で把握し実態を客観的に把握する事が少しできるよう
になりました。

下記の項目をＰＤＦ（約2.0MB）ファイルにてご紹介しておりま
す。

1. CONTENTS
2. 北大生協の事業概要
3. 専務理事あいさつ
4. 環 境 方 針
5. 環 境 実 施 体 制

2006年度 環境配慮へのとりくみ紹介
6. 情 報 公 開
7. 環 境 教 育
8. 省エネルギー＜電気＞
9. 省エネルギー＜ガス＞
10. 省 資 源＜水・紙・包装資材＞
11. 資源の循環利用＜紙・ビン・缶・ペット＞
12. 資源の循環利用＜割 箸＞
13. 資源の循環利用＜食堂廃油・他＞
14. グリーン適合商品の優先供給
15. 排 水 の 管 理
16. 放置自転車対策
17. 燃えるごみの分別状況
18. 2006年度実施状況と課題

環境活動の取り組みは以下のホームページで公開しております。
http://www.hokudai.seikyou.ne.jp/soumu/kankyou/index.html

●ホームページでは以下のような活動も紹介しております。

■ ホームページでの活動案内

本紙P7に掲載本紙P15に掲載

本紙P19に掲載

本紙P16に掲載
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= 2007年度 環境配慮へのとりくみ紹介（環境教育）=

■ 大学祭でのゴミナビゲーション

■ きぼうの虹（教職員・院生向け機関紙）での情報提供

環境戦隊 ゴミナビジャー 登場！
生協学生組織委員がきれいな北大祭を

守るゴミナビジャーに扮し，分別を守らずゴ
ミを散らかす敵をやっつけるという寸劇を
して，子どもから大人まで「ゴミの分別」を楽
しく理解してもらえました。

きぼうの虹 掲載一覧
教職員・大学院生用の生協機関紙は隔月発行しており，その中で「環境」についての生協の活動や先生方から寄せられた話題記事を

掲載して組合員への情報提供や啓蒙活動に役立てております。

●2007年4月1日発行第309号

【生協のこれからを考える キーワードは「共生」】 「南極を通しての環境問題」 低温研 宮本淳
●2007年6月1日 第310号
【環境特集】「不要自転車回収のとりくみ～リサイクル自転車136台を販売」
●2007年8月1日第311号

【環境特集】「使用済みトナー・インクカートリッジをベルマークに」
●2007年10月1日第312号

【生協のこれからを考えるキーワードは「共生」】 「モズクガニと捨てられていた牛の奇形胎児の剥製」 獣医学研究科教授 藤田正一
【環境特集】北大生協は資源の有効利用推進の立場から「レジ袋削減」に取り組みます
●2008年12月1日 第313号

【環境特集】レジ袋削減運動 ご協力をお願いします
【生協のこれからを考える キーワードは「共生」】
「ちょいとイナセなエゾマツのはなし－北海道林業の再生を夢見て」 北方生物圏フィールド科学センター 夏目俊二
●2008年2月1日 第314号

【談話室】「環境配慮活動と生協経営と」 北大生協専務理事 柳田 章
【環境特集】フレッシュベルマークを集めて理科してもらおう ～環境科学院回収デー報告～
【環境特集】環境にやさしい商品 「食堂と同じ道産のＦＳＣ認証割箸」「ＭＯＴＴＡＩＮＡＩバックに新種登場！」

●ゴミナビゲーションは「北大祭をきれいに楽しんでもらう」「ゴミ
ナビを通してごみ問題を意識して欲しい」（ゴミナビ方針：学生組織
委員会）と言うことを基本において・・・
①ゴミの分別を呼びかけるだけでなく、ゴミ捨てを楽しんでもらう
②ゴミ捨てを指南する自分たち（ｽﾀｯﾌ・ゴミナビゲーター）も楽しむ
③北大祭実行委員会、特に楡陵祭実行委員会との協力を図る
④ゴミナビゲーター自身が知識をしっかりとつける
ことを意識して活動しました。
当日は北大祭に訪れた多くの学生・地域の人たちとスタッフが一

緒に楽しみながらゴミの分別を学べました。ただ、回収業者の関係
で，北大祭での分別が北大の通常の分別と一致していないことが
反省点として挙がりました。
ゴミナビスタッフ ： 11名
ゴミナビゲーター： 34名
ゴミナビ拠点 ： 18条門前・教養棟中・はるにれ前
・工学部前(医学部より)・13条門入口メンスト沿い
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= 2007年度 環境配慮へのとりくみ紹介（省エネルギー）=

■ 電気使用量

電気使用量　月別推移
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2006年に比べて，60,070Kwh 使用量が増加しました。
CO2に換算すると 22.11t の増加です。
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2007年度は前年に比べ全体では
60,000Kwh増加しました。
店舗別で見ると小さい店舗であ

る学生寮・薬学部店・保健学科店・農
学部店，及びクラーク店で減少しま
した。このうち，クラーク店・農学部
店・薬学部店は学部の耐震工事に伴
う閉店期間があったことによる減少
です。
全店でCoolBizを実施しましたが，

それに付随しての具体的な節電方
法や取り決めが無く，とりくみの甘さ
を反省いたします。
また，2007年度中に自動販売機の

1/4を，従来機より省エネ性能が高い
と言われるタイプに変更しましたが，
実際は効果があったとは言えない
状況でした。
とりわけ，秋から冬場の電気消費

量が増加しているようです。
2008年度は具体的な節電対策手

法を確認し実施することが求められ
ます。

※生協会館店以外の電気使用量は大学からの請求金額をもとに算出しています。
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● 生協会館店の電気使用量推移

会館店電気使用量推移3-8
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１２月
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６月
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２月 42,112 40,261 39,040 40,471 41,119

１月 43,415 43,409 40,553 42,459 41,409

１２月 40,668 39,722 38,952 39,781 39,502

１１月 38,079 37,485 37,352 37,639 42,094

１０月 39,176 39,243 39,735 39,385 41,725

９月 37,396 41,504 42,635 40,512 45,338

８月 47,152 49,298 55,963 50,804 55,328

７月 51,846 44,694 50,295 48,945 49,779

６月 48,063 42,571 39,563 43,399 45,512

５月 37,508 32,533 35,619 35,220 37,193

４月 37,741 35,962 38,615 37,439 38,837

３月 46 843 50 087 45 237 47 389 47 514

2,004 2,005 2,006 4-6平均 2,007

会館店
【使用電力量】Kwh 使用月

３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 上期計 下期計 合　計

2,004 46,843 37,741 37,508 48,063 51,846 47,152 37,396 39,176 38,079 40,668 43,415 42,112 271,157 240,847 510,000
2,005 50,087 35,962 32,533 42,571 44,694 49,298 41,504 39,243 37,485 39,722 43,409 40,261 257,151 241,626 496,771
2,006 45,237 38,615 35,619 39,563 50,295 55,963 42,635 39,735 37,352 38,952 40,553 39,040 267,298 238,267 503,559

4-6平均 47,389 37,439 35,220 43,399 48,945 50,804 40,512 39,385 37,639 39,781 42,459 40,471 263,197 240,247 503,443

2,007 47,514 38,837 37,193 45,512 49,779 55,328 45,338 41,725 42,094 39,502 41,409 41,119 276,170 251,187 525,350

平均との差 125 1,398 1,973 2,113 834 4,524 4,826 2,340 4,455 -279 -1,050 648 12,973 10,940 21,907

↑クラーク工事による3F事務所化10下-11月

年度

会館合計

6月 7月 8月 9月 計 連続

2004 1 6 7 0 14 4

2005 2 1 5 1 9 3

2006 0 1 12 0 13 7
2007 0 1 8 1 10 5

湿度% 6月 7月 8月 9月 6-9平均
2004 64 75 70 68 69.25
2005 69 75 72 69 71.25
2006 75 71 72 65 70.75
2007 71 69 71 72 70.75

湿度80%以上 6月 7月 8月 9月 計
2004 3 9 4 2 18
2005 1 7 7 4 19
2006 13 6 2 9 30
2007 2 1 9 7 19

※札幌管区気象台提供データより

真夏日30℃以上

2006年に比べて温度湿度とも9月まで高
かったのが特徴です。
●CoolBizを実施し過度の冷房を行わないよ
うに努めましたが，8-9月は気温は平年並み
でも湿度が高い分エアコンの稼働率が高く，
電気使用量が増えています。とりわけ8月前
半は湿度80%以上の日が多くPCカンファレン
スのITフェアーを開催したことも8月の電気使
用量増加の要因となっています。
また，10月中旬から11月末までクラーク会館の
耐震工事に伴い印刷情報・保険・アパート紹介
の事務と印刷機の一部が会館店3Fに引っ越
してきたため使用量が増大しています。

2006年に比べて，21,791Kwh 使用量が増加しました。
CO2に換算すると 8.02t の増加です。

● 全店でCool Bizの実施

CoolBiz実施期間：2007年6月20日～9月末日まで

北大生協は2006年に政府が提唱する地球温暖化防止「チーム・マ
イナス6％」のとりくみに参加表明しておりましたが，店舗への準備が
間に合わず実施を見合わせておりました。
2007年度は，既に北海道大学でもこの運動へ参加し「クールビズ」

を実施していること（実施開始時期は北大と合わせられませんでし
たが）とから，具体的な削減目標も節電対策もないままでしたが「と
にかくやってみよう」ということで全店で実施いたしました。
事務室と売り場を別々に温度コントロールできるエアコンのある

店舗がないので，チョコレートなどが溶けない温度維持を優先せざ
るを得ませんでした。
そのため「過度の冷房を慎みネクタイ無しの軽装」でということ

の実施にしかなりませんでした。当然電気消費量を抑えるまでには
至りませんでした。しかしながら「だらしなく思われる」「無意味だ」
という当初の職員の声は「もうやめられない」「ネクタイ無しでも抵
抗感はなくなった」という声に変わり，2008年度も実施は継続する
ことになりました。
2008年には目標を持って取り組む必用があります。
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■ ガス使用量

■ ガソリン・軽油・重油使用量

2006年に比べて，5,615m3 使用量が増加しました。
CO2に換算すると 11.79t の増加です。

2006年に比べて，ガソリン+561L,軽油△ 1,128.6L，
重油△916Lと合計では使用量が削減されました。
CO2に換算するとあわせて 4.0t の削減です。

ガスは店舗ごとに北海
道ガス・北大・民間ガス会社
から供給を受け，その用途
も調理用・給湯用・暖房用と
それぞれに分かれていま
す。
減少している店舗は移

転工事に伴い休業してい
たところです。増加してい
る店舗の中でも中央食堂・
はるにれ・医学部店は客数
の増加によるものと言えま
す。逆に北部食堂・工学部
食堂は客数以上にガスの
消費量が増えていますの
で，器具の点検や節約の対
策が必要です。

ガソリンは32台の営業者（軽自動車）で使われて微
増，軽油はワゴン車一台が減った分減少しています。
重油は会館店の暖房用ボイラーに使われています。
4月の例年にない陽気のため減少しました。

ガソリン使用量
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= 2007年度 環境配慮へのとりくみ紹介（省資源）=

■ 上水道使用量

■ 紙製品の節約

水道使用量

0 2,000 4,000 6,000 8,000 10,000

北部店

はるにれ

中央店

工学部店

医学部店

農学部店

クラーク会館

会館店

m3

2006

2007

2006年に比べて，2,011m3 使用量が増加しました。
CO2に換算すると 1.16t の増加です。

●ドキュメント印刷用の上質紙・コピー用紙などの使用量については量的な把握が本年もできておりません。
●会議資料の両面印刷を徹底しております。
●内部文書・資料送付などは古封筒を利用しております。
●インクジェットプリンタへは裏紙を使用しています。

= 2007年度 環境配慮へのとりくみ紹介（資源の循環利用）=

古紙回収量
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■ 紙の再資源化

■ 牛乳パックの回収

ミスプリントや不用に
なった書類は事務所ごと
に回収BOXを用意したり，
学内3カ所の回収BOXに
組合員さんに入れてもら
うようにし，確実に再資源
化できるようにしていま
す。

学内3カ所（会館店・中央店・北部店）にあ
る回収BOXに組合員が入れていってくれま
す。もう数十年続いているとりくみです。
回収量は昨年とほぼ変わりのない数字と

なっています。

クラーク店・農学部店は閉店期間があったた
め減少しています。医学部店・中央店・北部店は
客数の増加に伴い水道使用量が増加していま
す。工学部店は客数が減少しているのに反して
増加しています。原因究明と対策が必要です。
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■ 産業廃棄物の回収量

●生協会館店，ｸﾗｰｸ会館からでる産業廃棄物は商品購入に関わり不用になっ
た家電家具・PCや梱包資材に多く使われている発泡スチロール等が多く，あ
る程度たまってから回収業者SO社に回収してもらっています。
また，その他食堂のある店舗は毎月定期的に回収業者SA社に各店を廻って

回収してもらっています。ここでは「タレ」などの調味料等の廃プラスチックボ
トルが中心になっています。

2008年は調味料ボトルもプラスチックからペットボトルの物に代わってきて
いるので，産業廃棄物の量も抑えられそうです。

■ 使用済みカートリッジの回収

本学女性研究者支援室（室長：有賀早苗副理事）が「ベルマークを集めて
理科の実験をしてもらいましょう！」活動（高校などへの理科実験の出前や
器具の提供）の一環として「使用済みインク／トナーカートリッジ回収」を、
2007年9月より行なっています。エプソンとキャノンが使用済みカートリッジ
のリサイクルを促進するためベルマークに協賛し、回収送付した団体にベル
マーク点数を付与する制度を利用したものです。国立総合大学で始めての
活動は、朝日新聞全国版でも紹介されるほどでした。
学内教職員・院生の方々の協力を頂き、半年で4600個の回収となってい

ます。リサイクルとベルマークを兼ねたこの活動を、北大生協は回収・保管・
分別・発送全般に渡って協力しております。
回収は学内４箇所に置かれた回収ＢＯＸ、電話連絡を受けての訪問の他、

2008年２月には環境科学院でビラ告知の上教職員に持参いただく機会を設
けていただけるようになりました。

●回収後、北部厚生センター裏の倉庫に保管し、一月に一度、分別発
送作業を行なっております。
そのように発送された実績は半年で4664個（ベルマーク対象数

のみ）となり、これは2007年度、北海道内で16位の量となっています。
2008年度は1位が狙えそうです。

環境科学院での回収風景
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■ ビン・缶・ペットの再資源化

■ 国産間伐材「割 箸」の利用

割り箸使用量
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下川町FSC認証林（白樺）

カーボン箸と割り箸

●北大生協の食堂で使われている割り箸は全て
持続可能な森林管理の行われている，北海道下
川町のFSC認証林から産出された間伐材でつく
られています。
食堂では洗浄され何度も使われるカーボン箸

とこのFSC認証割り箸の両方が用意されており，
たとえば「麺には割り箸」「ライスの時はカーボ
ン」と自由に選択できるようになっています。どち
らが環境にやさしいかという議論もありますが
「利用しやすく」「安心安全」を双方に求めた形が
現在の組み合わせてとなっています。 材質も良
く握り具合も良いものですから年々利用が増え
出しているのが現在の悩みです。
割り箸は利用されたあと「資源化ごみ」として

固形燃料にRecycleされます。

★同じ割り箸は50膳入の袋箸として
購買店舗でも販売しています。

●FSCについては以下を参照下さい
＜日本森林管理協議会＞
http://www.forsta.or.jp/index.htm
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北大生協はリサイクル業者に業務委託して札幌キャンパ
ス内の自動販売機に備えてある空き缶入れからビン・缶ペッ
トボトルを回収してもらい再資源化を図っております。
ここ数年の傾向ですが，自動販売機におけるペットボトル

商品の利用が顕著に増えています。
回収しているビン・缶・ペットボトルの容積はここ3年間で

それほど増加していませんが，右下のグラフのようにビン・
缶の容積が年々減少する一方ペットボトルの回収量が増え
ていることが分かります。
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■ 食堂廃油のBDF化

■ 組合員の環境活動への支援

●大学リユース市協議会への支援

●食堂で使われる揚げ物用の油（植物油）は全て回収し，軽油の代替燃料
であるBDF（Bio Diesel Fuel）の原料としています。 回収した量は7,380
リットルになりました。作られたBDFは北海道庁などの公用車に利用されて
います。

2007年後期からは3店舗（会館店・中央店・北部店）に組合員向けの「廃油
回収BOX」を設置しましたが，こちらはまだ利用が少ないようです。

＜2007年度活動の報告＞大学リユース市協議会 中野達之（北大農学部2年）
3月15日、2007年度1回目のリユースフェアが終了し、回収された３８点の家

具・家電の内、３２点が抽選の上、北海道大学の新入生や在校生に提供される
こととなりました。また、３月１９日の最後の回収日では７２点の家具・家電の回
収があり、これらのほとんどが３月２３日、２４日の第２回リユースフェアで新入
生の方々に提供されました。

誰からも応募申込のなかった家具数点については、４月１９日に行われる札
幌市内大学の合同新歓イベントにて、リユース活動の紹介のために利用され
ました。

■今回のリユースフェアの特徴としては、以下のような点が挙げられます。
① 初めて北大内で開催ができ，北大の新入生や在学生を主たる対象とできた
こと。
② 現物を展示せず、写真を添付したカタログポスターのみで提供したこと。
③ 先着順ではなく、全品を抽選で提供したこと。
④ インターネット上のブログでも開催時期に合わせてカタログ展示と応募受付
を行ったこと。

前回までは北大から遠い施設でリユースフェアを開催していたため、会場に
訪れた方のほとんどが学生ではなく市民でしたが、今回はクラーク会館で開催
したことにより「卒業生から新入生へ」という提供の流れを実現することができ
ました。
その一方で、比較的広いスペースを利用できた前回までとは異なり、今回は現
物を展示できず、会場を訪れた方からは購入に不安な声が多く聞かれました。

2008年度は学内の施設をリユース施設として利用できるようなお話しがある
ようですので，大いに期待し活動の継続に向けて一層頑張りたいと思います。

今年で4回目を迎えるリユースフェアに昨年に引き続き，会場の調整，運搬車輌の貸出などで支援を行いました。
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= 2007年度 環境配慮へのとりくみ紹介（ｸﾞﾘｰﾝ適合商品の優先供給）=

= 2007年度 環境配慮へのとりくみ紹介（排水の管理）=

■ グリストラップ清掃

商品名の前に 「＠」がついている商品は適合品
（13  ＠RF-A4P）
「＊」がついているのが不適合品
（13 ＊F-887-5黄）

適合品
には
これが
ついて
ます

・大学生協で作っている商品カタログにはグリーン適合商品を
優先的に取り上げております。（カタログショッピング・COOP文
具カタログ・研究室ガイドなど）
・大学のグリーン優先購入のお手伝いになるように適合商品に
は「グリーン購入法適合」マークを付けております。
・文具においては棚札やレシートに適合商品マークを表示させ
ています。
※店頭での表示をもっと分かり易く表現するためにその方法
を議論してきましたが，残念ながら2007年度も具体的には進ま
ず，2008年度の課題となりました。

グリストラップの容積の
大きさに応じて年に数回専
門業者による槽と送水管
の高圧洗浄及び吸引によ
る汚泥・汚水の除去を行っ
ています。
吸引した汚泥は産業廃

棄物として適正に処分して
います。
専門業者での定期除去

の他，職員による1-2日ごと
の除去も行っています。
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■ グリストラップ オゾン分解装置の設置

■ 水質検査の実施

（上）オゾン分解装置稼動前
（下）一週間稼動後

厨房内に排水のグリストラップ槽がある厨
房が多く，蓋を開けると強烈な臭いが発生し
厨房内だけではなく食堂ホールまで臭いが
こもります。
これは排水に含まれる油分が雑菌により腐

敗することが原因となっております。
オゾン分解装置はグリストラップ槽内にオ

ゾンを出し，この雑菌と油分を分解する事に
よって臭いも大幅に減少させ，併せて排水も
ある程度浄化されます。
北大生協は「グリスの除去をこまめにでき

るよう」「排水を少しでも浄化させられるよ
う」この装置を4店舗に導入しました。

・2007年5月 工学部食堂へ導入
・2007年7月 中央食堂へ導入
・2008年3月 ｸﾗｰｸ食堂・農学部食堂へ導入

装置の稼働時間は閉店後から翌朝までの
流れのない時間で行っています。
設置前は槽内の水の色も濁り，グリスが大

量に浮遊していましたが，設置後，水は乳白色
の半透明となり臭いは殆どしないくらいにな
りました。
現在，グリスの除去を1-2日おきに行ってい

ます。

昨年排水の水質検査をはじめて実施し，油分であるノルマルヘキサンがオーバーしていました。
本来2007年度も実施し，点検と対策が求められますが費用の関係で実施ができませんでした。

2008年度は予算化して実施することになっております。

オゾン
発生装置

送風
排水の流れ

オゾンの曝気
送風間

※写真の向きが逆ですが，同じグリストラップ槽です（工学部店）



-19-

= 2006年度 環境配慮へのとりくみ紹介（放置自転車対策）=

■不要自転車の回収～リサイクル自転車販売

学内の放置自転車の多くが卒業時に放置されています。これ
を防ぐために卒業生から無償で不用になった自転車をいただき，
安全に乗れるように整備をして販売するとりくみです。 学生か
らだけではなく，大学部局から盗難届確認済の放置された自転
車150台も提供いただき，合計で391台となり2008年5月に300
台のリサイクル自転車として安価にて販売することができまし
た。
北大内で回収され販売したリサイクル自転車には写真のよう

なシールが貼られます。

このとりくみで,学生さんからいただいた241台が放置自転車
になることを未然に防げた事になります。

●回収した自転車には
「Recycle」自転車であることが
分かるように専用のシールを貼
り付けます。
これで，このシールが貼って

ある自転車は「北大で回収され
た」と言うことが販売段階まで
分かります。

●組合員や大学から無償提供
いただいた自転車は，フレーム
やブレーキ・リム・タイヤ・チュー
ブ・ギヤなど安全に使えるもの
だけを使いカゴなどはできるだ
け新しい物にしてRecycle自転車
とします。

300台のRecycle
自転車は三日間
で完売しました。
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= 燃えるごみの分別状況 =

■ 資源化ごみ比率向上のとりくみ

資源化ごみ比率
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会館・ｸﾗｰｸ 北部店 中央店 工学部店 合計

資源化ごみでつくられる＜固形燃料 RDF＞

財団法人 札幌市環境事業公社

篠路清掃工場敷地内に資源化工場として
燃料化工場とチップ化工場がある。

ここの燃料化工場は事業所系のゴミを使用。
木くず、紙くず、軟質プラスチックの３つのラ
インを利用。それぞれにごみを粉砕してそれ
ぞれ約４０％、５０％、１０％の割合で混ぜて
固形化している。固形練料は思ったより大き
くて直径４０ミリ、長さ300－400ミリ。

可燃ごみ

資源化ごみ一般ごみ

・生ごみ
・布 ・お茶ガラ
・コーヒーガラ

・食品などがひどく
付着した包装，容器

・紙くず
・割り箸などの木片
・軟質プラスチック

・ビニール

焼却・埋立 固形燃料

札幌市の場合，事業所系のゴミ区分として「資源化ごみ」と
言うのがあります。空き缶やペットボトルなどに代表される（素
材にリサイクルされる）「資源ごみ」とは異なります。
紙くず・木片・軟質プラスチック（ビニール）を熱と圧力で固め

て【固形燃料RDF】とするものです。
北大と北大生協はこのゴミ分別回収区分を採用し，ゴミの有

効利用（Recycle）に努めております。
生協から出されるごみは「生ごみ」とこの「資源化ごみ」のも

とになる物が殆どで，それ以外は「布」と「資源ごみ」「産業廃
棄物」となります。
生協は2006年秋まで「可燃ごみ」として殆ど燃やしていまし

たが，この新しいゴミ区分に契約変更し分別に努めているとこ
ろです。

ごみの分別は思ったより
難航しております。
会館店・クラーク店は2006

年から先行して実施してきま
したが，その他の食堂を中心
とした店舗では紙くず・木片・
軟質プラスチック（ビニール）
を他の物と混ぜないように
する事がなかなか大変です。
現在の厨房は加工品，半加工品を食

材加工センターなどから受取り，最終調
理だけをする料理が増えています。そ
のため，下ごしらえした半加工品の包装
ははソースや調味料などが付着してお
りこれを濯いで「資源化ごみ」とする事
がなかなか定着しませんでした。
しかし，食堂スタッフのがんばりで「資

源化ごみ」への分別率が毎月向上して
全体でも60％までに達しました。
資源化ごみの比率が上がることに

よってごみの処分費用も排出量増加の
割には抑えることができました。
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